








研究要旨 昨今、青少年の非行や犯罪的異常行動が問題になっているが、一般青少年にも

基本的道徳観や他人への思いやりの欠如が目立っている。青少年の行動様式の決定には、

乳幼児期の情緒形成が大きな決定因となると考えられているが、その科学的、実証的研究

は乏しい。本研究は、幼児期の情緒形成の過程を多方面から検討し、情緒形成に及ぼす養

育者を含む家庭環境や保育環境の影響を明らかにすることであるが、究極的には幼児期か

ら青年に至る順調な心の発達に資する支援方途を確立することを目指している。 

幼児期における情緒の形成は、個々の子どもの気質とパーソナリティーを核とし、生育環

境から多くの要因の影響を受けながら形成されていくと考えられているが、乳幼児期の初

期における気質の研究から、情緒形成に大きな影響をもつ養育者や、これに関係する家族、

社会の関与などについて多方面から検討し、養育者に対する有効な支援施策の企画や、保

育実践に参考になる研究結果を得た。 


